
第29回全国在日外国人教育研究集会・兵庫大会にご参加を!
2008年8月22日（金）～24日（日）多文化共生社会にむけて、学校や地域での教育実践を交流しよう

□日程・内容　≪2008年≫

８月22日（金）

フィールドワーク

①阪神教育闘争の地を訪ねて

②ブラジル移民の足跡を訪ねて

③近代の朝鮮人強制連行・兵庫

④マダン劇「４・24の風」

（劇団タルオルム）鑑賞

８月23日（土）

開会行事と地元特別報告

神戸市勤労会館大ホール

（神戸市中央区雲井通5-1-2）

全国交流会

神戸市勤労会館多目的ホール

８月24日（日）

分科会と閉会行事

神戸市立科学技術高等学校

（神戸市中央区脇浜1-4-70）

８月22日（金）～23日（土）

全国在日外国人生徒交流会

神戸市立自然の家（摩耶施設）

（神戸市灘区六甲山町中一里山1-1）

□参加資料代　

　4.500円

 （フィールドワーク、 全国交流会参加費は別途）

□申し込み　　

　「開催要項」の申込用紙にて

主　催：全国在日外国人教育研究協議会、第29回全国在日外国人教育研究集会兵庫大会地元実行委員会

後　援：兵庫県、兵庫県教育委員会、神戸市、神戸市教育委員会　他（申請中）

連絡先：兵庫県在日外国人教育研究協議会（略称「兵庫県外教」）　〒651-0073神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1ＩＨＤビル２階 ひょうご国際プラザ・活動支援室内　TEL:078-231-0290,FAX:078-230-3080

第
29
回
全
国
在
日
外
国
人
教
育
研
究
集
会
（
兵
庫
大
会
）

４
・
24
阪
神
教
育
闘
争
六
〇
周
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年

私
た
ち
全
外
教
は
、
一
九
七
九
年
の
第
一
回
大
会
以
来
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
差
別
と
排
外
意
識

を
克
服
す
る
と
り
く
み
を
出
発
点
に
し
て
、
在
日
外
国
人
と
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
の
自
立
と
連
帯
の
場
づ
く
り
を

積
極
的
に
保
障
す
る
運
動
や
実
践
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
は
４
・
24
阪
神
教
育
闘
争
六
〇
周
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
年
に
全

外
教
研
究
集
会
を
兵
庫
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

サ

・

イ

サ

４
・
24
は
、
植
民
地
時
代
に
奪
わ
れ
て
い
た
民
族
の
尊
厳
、
言

葉
や
歴
史
を
二
度
と
奪
わ
れ
た
く
な
い
と
い
う
闘
い
で
あ
り
、
差

別
の
厳
し
い
日
本
社
会
の
中
で
、
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

確
か
な
も
の
に
す
る
教
育
を
守
ろ
う
と
し
た
闘
い
で
も
あ
り
ま
し

た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
外
国
人
が
急
増
し
、
外
国
人
登
録
者
数

は
、
今
や
二
〇
八
万
人
を
越
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
学
習
指

導
要
領
は
「
自
国
中
心
主
義
」
の
教
育
内
容
を
定
め
て
い
ま
し
た

が
、
改
定
教
育
基
本
法
に
よ
っ
て
、
こ
の
度
合
い
は
ま
す
ま
す
強

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
４
・
24
の
歴
史
的
意
義
を
受
け
と

め
拡
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
つ
て
こ
の
兵
庫
・
神
戸
を
経
て
ブ
ラ
ジ
ル
等
、
南
米
の
国
々

へ
旅
立
っ
て
い
っ
た
多
く
の
人
々
の
子
孫
が
渡
日
し
生
活
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
日
本
各
地
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
・
ペ
ル
ー
人
学
校

等
が
次
々
と
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
世
界
人
権
宣
言
や
子
ど
も
の

権
利
条
約
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
「
そ
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
教
育
を
受
け
る
権
利
」
を
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
た
に
渡
日
し
て
き
て
日
本
の
学
校

に
通
う
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
習
言
語
の
習
得
が
毎
日
の

授
業
に
追
い
つ
か
ず
、「
日
本
語
が
身
に
つ
く
ま
で
は
教
科
の
勉

強
は
で
き
な
く
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
半
ば
放
置
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

全
外
教
は
、
在
日
外
国
人
の
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
現
状
に
向

き
あ
っ
た
教
育
実
践
を
通
し
て
、
日
本
社
会
の
閉
鎖
性
を
問
い
続

け
て
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
名
前
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
保
障
さ
れ
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
の

で
き
る
学
校
教
育
を
つ
く
り
だ
す
と
り
く
み
を
深
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
の
兵
庫
大
会
で
は
、
全
国
各
地
の
皆

さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
実
行
委
員

会
は
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
つ
つ
、
と
も
に
多
文
化
共
生
社
会
に

む
け
て
、
豊
か
な
教
育
環
境
・
地
域
づ
く
り
を
、
さ
ら
に
す
す
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
大
会
へ
の
参
加
を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。


